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要   旨：    

背  景： イタリアとギリシャの研究で、高齢者において地中海食事パターンは寿命に

良い影響をすると示された。このパターンは高齢者の癌リスクを減らしさらに

心臓を予防すると考えられる。 

 

目  的： この研究の目的は、交絡因子と考えられる複数の他要因〔年齢、性別、BMI、

アルブミン濃度、運動、健康の自己評価、および慢性症状に対する食事療法〕

を調整した後で、地中海食事と年齢との相互作用の影響を評価することである。 

 

計  画： これはスペインに住んでいる禁煙の高齢被験者 161人(74人は年齢＜80歳で

87人は≧80歳)によるコホート研究であった。被験者を≧９年追跡した。 

      食事を、半定量的な食事頻度アンケートで評価した。 

 

結  果： 地中海地域の伝統的な食事の８つの特徴に基づく食事スコアは、＜80歳の高

齢被験者で総死亡率の有意な低下と関連したが、≧80歳の被験者では関連しな

かった。 

      食事スコアの１点上昇は、＜80歳の被験者で死亡率の 31％低下を予測した

（95％CI：7％～57％）。 

 

結  論： 地中海食事パターンの順守を高める努力は、食事が生存を予測する＜80歳の

人々に価値があると思われるが、≧80歳の被験者にこの食事が有効であるとの

証拠を我々は入手できない。 
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